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倉可見交)1(貝宇官雪年寄0::>雷十在留者説要悪

北海道大学衛生工学シンポジウム
1993.11北海理大学学術交涜会館

高橋徹男 O白鳥悟士〈札幌市下水道局〉

1.はじめに

札瞬市の下水道は.24. 690haのうち約15.000ha(60%強)が合流式である。合流式下水道は，
汚水と雨水を同一の管葉で、排除するため，調天時に流麗が増大すると管渠内の沈積物が描流さ

れ，雨水は汚濁物とともに雨水吐き，ポンプ場，処理場から各能力を超えた段階で公共用水域

に放流される。特に降雨初期の段階では高濃震で放流されるため公共用水域の水質汚濁が指摘

されており，合流式下水道の雨天時汚濁対策が必要となっている。本市では汚濁の著しい初期

雨水の貯留施設の建設を進めており，平成3年4月に茨戸処理場雨水滞水池の運転を開始し，

平成5年に創成川処理区で貯留管〈創成JlI貯留管〉の建設に着手した。

創成川貯留管は雨天時の汚濁対策として計画した施設であるが，豪雨時の量対策(ピークカ

ット).雷対策施設〈融雷管〉としても利用する計画であり，以下概要について紹介する。

2.創成川処理区における雨天時流量 a負荷量解析

創成JlI処理区からの雨天時汚滴負荷量を効果的に削減するための規模について検討するため，
雨天時流量・負荷量解析を行った。

(1)創成川処理区の概要

創成川処理区は関-1に示すように，本市の中心市街地及び、JR札幌駅の北側ょ処理面積約

1. 700haであるが，雨水の一部は他の処理区に分水しており，雨水の処理区域は約1.550haで
ある。創成JII処理場からの処理水やポンプ場，雨水吐きからの雨天持越流水は処理区の中央を

流れる創成JlIへ放流され，さらに茨戸JIIへ流れ込んでいる。

創成111処理場は本市初の下水処理場として
昭和42年に運転を開始し昭和田年の増設後
の処理能力は 144千ぱ/日，処理方式は標準
活性汚泥法を採用している。

(2)雨水及び負荷流出モデル

雨水流出モテ'ル:韓正RRL法

負荷流出モデル:土研モヂル

(3)改善目標

改善自擦は r処理区からの年間総放流負
荷量を分流式下水道並みとするj こととした。

(4)降雨モデル

合流式下水道の雨天時の負荷流出は降雨波

形及び規模により異なり，また，改善目標を

年間総放流負荷量で比較することから l年時

の降爵を対象として降隠モヂルを設定した。

昭和田年~平成2年の10年間の降雨を持雨波
形及び規模別に分類しそれぞれの代表降雨

を選定し解析に用いた。表-1に降雨波形及

び規模別の発生頻度を示す。

図… 1 創成川処理区
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降隠の発生頻度(回/年)

掛莫r伽)
r~3 3<r 6<r lO<r 15< r 25<r r>5C 

計
5五8 長H ~1~ ~2t ~5C 

単発型 25.2 0.4 0.1 。。。。25. 7 
前半集中型 7.0 6.4 4. 7 2.9 2.2 1.1 1.1 お.4
中央集字型 0.3 1.0 0.5 0.3 0.3 0.1 0.2 2. 7 
後半築事型 14. 7 4.6 3.0 2.8 1.1 1.7 O. 7 28.6 
合計 47.2 12.4 8.3 6.0 3.6 2.9 2.0 82.4 

表~1(5解析結果

雨水の貯留形式は図-2

に示すように4つの形式が

ある。本市のi峰雨特性とし
て比較的小降雨が多く，既

に時間最大汚水量の3倍ま

で遮集していることから形

式麗が最も負荷量削減効果

があり，この形式を採用し

fこ。

雨水滞水池の形式2 図

ハイドログラフとの関係形式ハイドログラフとの関係形式
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みにするためには，簡易処理の改善でBODで30%程度除去する必要があり，今後簡易処理の
改善方法の謁査・研究を進めていく。

図-4 施策別放流負荷量
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3.創成JI/貯留管の概要

以上の検討に基づき創成111貯留管の諸先を次のとおりとした。

①貯留管容量:46，400 rrl 
②管径:rt 5，000mm 
@延長 2，495m 

④分水方法:創成川処理場雨水ポンプ施設の爵水沈砂池通過後に分水

⑤貯留雨水返送ポンプ:30rrl/分・台x3台
⑥洗浄方法:貯留管のインパート内に処理水送水管を布設し，処理水を貯留管の上流端から

連続して流す。(平均減速 0.6m/秒〉
貯留管の縦断関，断麗図を図-5， .6に示す。

4.最対策としての利用

(1)量対策計酪の変遷

創成川処理区の震対策は，当初巨揮年次を昭和55年とし 5年確率降雨・実験式で整備され

た。その後，都市化の進展により雨水流出量が増加し既整備地区での浸水が発生するように

なったため，拡充計画として昭和53年に計画目標年次を平成7年とする新下水道計画 00年確

率降雨・合理式)が策定され，現在，管渠やポンプ施設等の増強が進められている。管渠の増

強は増管方式(既設管の能力不足分を，新たにもう 1本布設した下水管に流入させることで対

応する方式)を基本としており，本市の雨水整備の特徴となっている。

また，貰なる都市化に対応するため計画目標年次を平成17年とする新基本計画 00年確率降

雨・合理式)を策定し流末での施設規模(ポンプ施設及び貯儲施設)の決定に用いている。

(2)貯留量

創成川貯留管は，新下水道計画から新基本計彊にレベルアップした場合の計画雨水流出量増

加に対応するためにも利用する計調である。

創成川処理区の雨水は処理場と 2ヵ所のポンプ場で河川に放流している。雨水の9割が集中
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貯留管の縦断図図-5
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(1)雪対策の必要性

本市は積雪寒冷地であり， 1年の半分近くを曹と共に暮らしている。雪は都市活動や市民生

活へ多大な影響を及ぼしており，雪対策がここ10数年連続市政要望の第一位を占めている。ま
た雪捨て場の大半を河川敷地に依存しているため，同道の減少，水質汚濁，都市景観の悪化と

いった諸問題を引き起こしている。快適な市民生活を確保するため，雪対策は今後本市が取り

組んで、いかなければならない重要課題となっている。以下に本市の降積雪，総排雪状況を示す

・最新積雪量 (30年間の平均) : 100cm 
-積雪日数 (30年間の平均) : 132日
-降雪量 (30年間の平均) : 487cm 
-除排雪量〈平成4年) : 960万rrf/年
・除排雷費崩(平成4年) : 78億円
このような状況の中，下水道は豊富なエネルギーを保有しており，また施設を雪対策用に利

用が可能で，雷対策を推進する上で大きな役割を果たすことができる。

創成JJ/貯留管も冬期間は雨水が流入せず，空の状態であるため，ここに創成JII処理場から処

理水を送水し，融雷管として利用する。融雷管のイメージを鴎一?に，概要を以下に示す0

.送水量:約24，000rrf/日
・融雪能力:約28万rrl/年〈雪の密度O.5t/ rrf，雷混-40C，年関60自問利用として計算)

当該貯留管による融雪能力は本市の排雪量の3%に椙2きする。

-投雷方法:ダンプトラックによる直接投入

図一7 融雷管のイメージ

創成11/処E霊場 i 貯留管ポンプ施設

冬一…融雪排水〈車1)成川へ)

裏一一汚水(処理場へ)

処理水〈処E霊場より〉

6.おわりに

以上，倉IJ成川貯留管の概要について述べてきたが，本市では伏古川処理区でも同様な貯留管

を建設する計画であり，雨天時の汚濁対策及び浸水対策の観点から，今後さらに貯留施設が増

えていくものと予想される。貯留施設は膨大な事業費がかかるため，多目的かっ効果的に活用

していく考えである。
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